
























































































































































































































































































































































































































































































































稲葉衛門助組 209 115 94 31 84 34 60
片岡伊織組 251 138 113 39 99 36 77
渡辺甚太夫組 166 79 87 26 53 28 59
稲葉儀太夫組 196 107 89 31 76 30 59
岡部忠蔵組 171 86 85 27 59 27 58
渡辺七右衛門組 196 102 94 26 76 32 62
御老中御用人御側衆 124 69 55 11 58 10 45
大津留才兵衛川崎求馬支配 884 475 409 133 342 120 289
御医師御伽衆 86 43 43 22 21 19 24
御部屋給人小侍■ 398 219 179 119 100 105 74
粟屋五右衛門水谷関内支配 244 133 111 80 53 70 41
宗門方支配附人共ニ 26 14 12 9 5 9 3
御郡方支配附人共ニ 100 65 35 19 46 15 20
太田四郎左衛門林弥平太支配 166 78 88 67 11 76 12
野村了順支配 58 30 28 25 5 22 6
長瀬清三郎支配 7 4 3 3 1 1 2
大脇武兵衛井上左平太支配 39 20 19 17 3 13 6
品川太兵衛井水清次郎伊藤与助支配附人共ニ 136 71 65 52 19 47 18
佐治弥市郎井水杢左衛門支配御門番共ニ 227 129 98 98 31 77 21
御破損方支配附人共ニ 154 79 75 49 30 57 18
中村惣助支配 38 22 16 9 13 8 8
志賀市右衛門原井長右衛門支配 11 7 4 6 1 3 1
成水平吉支配 18 9 9 4 5 5 4
金子久八支配 61 48 13 8 40 7 6
荒巻新兵衛支配 72 37 35 26 11 25 10
稲葉用左衛門後藤作兵衛支配 6 6 0 6 0 0 0
御殿守方役人附人 1 1 0 1 0 0 0
大脇武兵衛井上左平太組 51 37 14 7 30 3 11
後藤作兵衛組 20 19 1 4 15 1 0
稲葉用左衛門組 21 18 3 3 15 3 0
稲葉武右衛門組 29 23 6 3 20 2 4
若林仁左エ門組 26 20 6 1 19 3 3
中西禮之助組 22 17 5 1 16 4 1
芝崎甚之丞組 24 20 4 3 17 1 3
稲川与三左衛門組 18 16 2 1 15 1 1
小川忠右衛門組 24 20 4 3 17 1 3
上川平七組 26 20 6 4 16 4 2
長瀬六右衛門組 21 18 3 2 16 3 0
徳丸与左衛門組 10 10 0 10 0 0 0
森田又十郎組 12 11 1 0 11 0 1
東保清左衛門組 16 11 5 0 11 0 5
小野九右衛門組 10 10 0 0 10 0 0
元永八内組 10 10 0 0 10 0 0
赤川又七組 10 10 0 0 10 0 0
引田喜右衛門組 9 9 0 0 9 0 0
後藤与兵衛組 10 10 0 0 10 0 0
溝辺加兵衛組 10 10 0 0 10 0 0
佐藤東助組 10 10 0 0 10 0 0
塩月伝七組 32 32 0 0 32 0 0
中島九市谷次兵衛組 79 79 0 0 79 0 0
荒巻新兵衛組 98 74 24 0 74 24 0
御部屋御印之者以下 87 87 0 0 87 0 0
監物殿衆月永院殿衆 180 99 81 61 38 65 16
伊藤弥次右衛門 9 5 4 3 2 2 2
宇佐美弥五太夫 6 3 3 1 2 0 3
太田随節 3 0 3 1 2 0 0
石丸宗林 4 2 2 1 1 0 2
大脇玄無 3 2 1 1 1 0 1
長尾蓮久 4 2 2 1 1 1 1
高橋休清 6 3 3 1 2 3 0
武山加兵衛 3 1 2 1 0 1 1
西尾弥四郎請合知仙 3 0 3 0 0 1 2
小倉角右衛門請合守玄 3 0 3 0 0 1 2
御内所 23 0 23 0 0 6 17
御部屋御内所 11 0 11 0 0 2 9



































御礼仕町在医者 68 35 33 20 15 15 18 5
町中 2312 1300 1012 19
在中 55294 29892 25402 429
寺方家内之俗 340 185 155 -9







山伏家内之者 93 32 61 6
山伏天台真言共ニ 51 51 1
浪人 48 23 25
非家中計 58440 31752 26688 20 15 15 18 453




日付 要　　　件 身分 類続
2 引越 百姓 非類続
3 在江戸病死／死骸見届け等手続き連絡 中間 類続
4 引越 船頭 非類続
5 学問上京 僧 非類続
6 旦那寺替 百姓 非類続
6 不行跡他村構 百姓 非類続
6 欠落 百姓 非類続
6 欠落 百姓 非類続
6 10人引越 百姓 非類続
7 引越 百姓 非類続
8 ５人派遣 僧 非類続
9 欠落 百姓 非類続
10 修学 僧 非類続
11 逗留 船大工
11 引越 百姓 非類続
11 養子 百姓
11 結婚引越 百姓
12 帰寺 僧 非類続
12 引越 百姓 非類続
14 風与出内証 百姓 類続
14 絵踏伺い 百姓 非類続
16 引越 百姓 非類続
16 相続 百姓
17 剃髪 僧 非類続
17 養女 百姓 非類続
18 風与出罷帰 百姓 類続
18 他領ゟの引越等８人絵踏 百姓
18 国元罷帰 船大工
18 ５人引越 町人 非類続
19 他領ゟの引越之者檀那寺申渡し 百姓
19 風与出罷帰 百姓 類続
20 結婚引越 穢多 非類続
20 欠落 百姓 非類続
20 欠落 百姓 非類続
20 引越 百姓
20 結婚引越 百姓 非類続




25 結婚 船頭 非類続
25 逗留 木挽
26 引越 百姓 非類続
26 養子引越絵踏 百姓





日付 要　　　件 身分 類続
3 上京罷帰絵踏 僧 非類続
4 病死 町人 非類続
5 不埒脱衣 僧 非類続
5 病死 町人 非類続
6 寺替 百姓
6 改名 僧 非類続
7 風与出罷帰 百姓 非類続
7 風与出 百姓 非類続
7 寺替 百姓
7 剃髪 百姓 非類続
7 逗留 僧 非類続
8 上京 僧
8 欠落 百姓 非類続
9 出家 僧 非類続
9 入籠病気療養のため在所帰住 百姓 非類続
10 江戸ゟ帰着につき絵踏 藩士
11 病死 百姓 非類続
11 御城下構他所預 非類続








13 留守中住職申付 僧 非類続
15 寺替 僧
15 欠落 百姓 非類続





18 病死 藩士 類続
18 剃髪 僧 非類続
19 剃髪 非類続
20 欠落 百姓 非類続
20 風与出 百姓 非類続
20 住持参詣 百姓 非類続
20 湯治願 百姓 非類続







21 欠落 百姓 非類続
23 逗留 百姓
23 居住改病気延期願 百姓
23 大坂罷登届 藩士 非類続
23 居住改病気延期願 百姓
25 欠落 百姓 非類続
25 住持居住改絵踏 僧
25 居住改絵踏 百姓
25 盗品買取入籠 百姓 非類続
25 弟子引越 僧 非類続
25 欠落 百姓 非類続
25 居住改病気延期願 百姓
25 欠落 百姓 非類続
26 引越 百姓 非類続
26 居住改 僧・百姓
26 結婚引越 百姓 非類続
27 湯治帰着 庄屋 類続
28 欠落 僧
28 上京学問修行願 僧 非類続
28 離縁 百姓 非類続


























































































類族存命 14865 正徳元年 元禄5年 割合
　給人家内共 98




　御礼仕町在医師御家内共 5 5 68 7.4 
　浪人家内共 3 3 48 6.3 
　出家 47 47 234 20.1 
　山伏 4 4 144 2.8 
　町中 203 203 2312 8.8 









合計 15253 15253 65380 23.3 
単位（人） 単位（人） 単位（％）
A2.4.7.1「正徳元年卯十一月廿日切極」より作成。
※合計数が合わないが史料のママ。
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していない多数の潜在的なキリシタンの存在の可能性を認識していたわけである。第１節で見
た隠密内証での事務処理のありかたは、人口の２割を超える類族の存在、藩士のなかにも１割
を超える類族が存在するなかで、事件化を防ぎつつ類族を捕捉するための方法として編み出さ
れたものではないだろうか。
　臼杵藩では、本人・本人同然・類族がしっかりと捕捉され続けることにより、少なくとも手
続き上、キリシタンは存在せず、キリシタンの子孫はしっかりと捕捉されている、という状態
を実現していた。元キリシタンおよびその子孫（類族）の文書主義的管理が、臼杵藩宗門奉行
のキリシタン統制のもう一つの最重要課題である。
　さいごに、臼杵藩宗門奉行の職務（の変化）を考えるうえで、非類族の管理について検討し
ておきたい。先に見た表２「明和元年閏12月の宗門奉行の処理業務」では、46件の事務処理が
為されているが、そのうち類族に関するものは４件で、残りの業務は非類族（不明も含む）の
人別管理である。表３「寛政６年８月の宗門奉行の処理業務」でも、70件の事務処理のなかで、
類族の管理は２件（藩士と庄屋）で、残りの業務は非類族（不明も含む）の人別管理である。
マレガ文書のなかの人別管理に関する記録にも、圧倒的な量の「類族ニ而も無御座候」ものの
人別管理の記録が残されている。幕府の規定はあくまで類族の捕捉であるが、婚姻等によって
類族が広がり、代を重ねる中で類族から脱するものもあらわれてくるような状況では、類族を
捕捉するためには、非類族も併せて捕捉する必要がある。捕捉の内容や程度には違いがあった
と推測されるが、この点は今後の課題としておきたい。現時点では、臼杵藩宗門奉行の人別管
理に関わる職務は、臼杵藩に関わる全員を絵踏と諸帳簿で把握し、そのなかで類族について、
特に詳細に捕捉する、という構造だったと見通しておきたい。
　以上見たように、職務Ｂ「類族の管理」とは、幕府の規定を基準にキリシタンの子孫を捕捉
し続けることであり、そのために膨大な文書が宗門奉行を核として作成・授受され、台帳によっ
てコントロールされ、成果の一部は幕府へ報告される体制が遺漏無く遂行され続けることであ
り、職務ABを通じ、徹底的な文書主義により、臼杵藩にはキリシタンが存在しないことが確
認され続けたのである。
おわりに
　最後に、本稿で見てきたことを簡単にまとめておきたい。臼杵藩において、宗門方（宗門奉行）
は、幕府のキリシタン統制方針を受け、寛文延宝期のキリシタン露顕を背景として、４代信通・
５代景通による藩政機構確立過程（番方・役方組織の確立・職掌の明文化）のなかで、キリシ
タン統制を担う中上級ポストとして成立した。
　宗門奉行の職務は、成立以前のキリシタン統制を引き継ぎつつ
Ａ　臼杵藩に関わる全員を対象とした絵踏
　　①正月～２月の年中行事
　　②一年を通して行われる恒常的絵踏
Ｂ　本人・本人同然・類族／非類族の管理
を担う。背景として、全人口の２割を超える類族の数があり、露顕事件を背景に長崎奉行・幕
府との関係のなかで、精緻な文書主義による管理体制を構築したのである。この体制が明治４
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年まで遺漏無く継続する（おそらく安政期に絵踏はされなくなるが、Ａは続く）。
　成立期の宗門奉行の課題は豊後崩れへの対応だが、対応過程から、事件化を防ぐ「内証」の
対応方針が成立したと考えられる。貞享・元禄の幕府触を画期とし、【キリシタン統制＝宗門
奉行の職務】はキリシタンの摘発から、元キリシタン・キリシタンの子孫の文書主義的管理へ
とシフトし、職務ABを通じて、手続き上はキリシタンの存在しない（ことがしっかりと確認
され続ける）社会を実現したのである。臼杵藩におけるキリシタン統制とは、Ａ絵踏とＢ類族
の捕捉を通じて、手続き上、キリシタンの存在しない社会を実現することだったと考えられる。
　では、こうして構築されたキリシタン統制とは、どのようなものだったのだろうか。本稿で
見たとおり、幕府・臼杵藩が精緻な仕組みを構築したのはあくまで「手続き」である。職務Ａ
②に見られるように、手続きの遂行には強い関心があり、膨大な量の残された文書は、手続き
の厳密さを私たちに伝えてくれる。一方で、異変にさいしては「隠密内証」主義が採用され、
欠落など捕捉から洩れる危機にさいしても、事件化・表面化を避ける態度を取り、幕府もこの
態度を容認していたとみられる。「場合によっては実態を反映しない手続き」の「厳密な遂行」、
という、矛盾するかに見えるこの特質は、近世のキリシタン統制が、何を目指していたのかを
物語っている。幕府や藩が目指したのは、あくまでキリシタンが存在しないことが手続き上証
明された社会であり、内心を追求してキリシタンを根絶することには無かったのではないだろ
うか。マレガ文書の整理が途上にあることもあり、推論が多くなったが、以上のように見通し、
本稿を擱筆することとしたい。
